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I）［原産資格証明書］の機能 
原産資格証明書の業務では、FTA 対象品（輸出品）へ登録し原産資格調査が「達成」となった輸出品につい

て、証明書発行状況の管理をすることができます。 

自己証明制度を採用している協定、もしくは認定輸出者として登録している協定が対象となります。 

 

I1）［原産資格証明書(I) 一覧］画面 
［原産資格証明書(I) 一覧］では、これまでに発行した原産資格証明書の発効履歴を一覧で確認できます。 

また、同内容の原産資格証明書を再度発行する場合にも一覧から選択して発行を行います。 

※新規に原産資格証明書を発行する場合については、後述の I2）［原産資格証明書 発行］画面 からご

案内いたします。 

 

・🔎マークをクリックすると［発行情報 詳細］画面へ遷移します。 

・✐マークをクリックすると［発行情報 編集］画面へ遷移します。 

 

 

 

 

【原産資格証明書(I) 一覧 表示項目】 

項目名 説明 

発行 ID I+数値 10 桁 

原産資格証明書もしくは申告文情報を登録した場合に、JAFTAS システムから自

動で採番 

最終発行日 原産資格証明書（申告文）が最後に発行された日付 

アーカイブ アーカイブ済みの場合、〇が表示 

協定 利用する協定（自己証明：日 EU 協定/日英協定/TPP11 協定/日オーストラ

リア協定、認定輸出者：RCEP 協定/RCEP 協定 2022/日スイス協定/日ペル

ー協定/日メキシコ協定） 

証明制度 自己証明または認定輸出者 

発行種類 申告文情報 または 原産資格証明書 

証明者企業名 証明者として登録している企業名（英） 

輸出者企業名 輸出者として登録している企業名（英） 

輸入者企業名 輸入者として登録している企業名（英） 

 

 

 

 

◆表示速度の制約排除のため、一覧を表 

示する際には「検索」ボタンをクリックします。 

一覧表示の前に、表示したい案件の条 

件がある場合、条件を設定のうえで「検 

索」ボタンをクリックいただくと、表示スピー 

ドが向上します。 
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【まとめて操作】 

下記項目は一括で操作を行うことが可能です。詳細は各説明ページをご参照ください。 

✓ アーカイブ(参照 共通機能 I-7)アーカイブ機能) 

✓ アーカイブ解除 ※検索項目の「アーカイブ済の ID も表示」にチェックを入れた場合に表示 

✓ 削除(参照 I6) 

 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
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I2）［原産資格証明書(I) 発行］画面 
こちらの画面から原産資格証明書・申告文を新規に作成できます。 

 

 

1) メニュー ＞原産資格証明書 (I) ＞ 一覧をクリックしま

す。 

 

2) ［原産資格証明書(I) 一覧］画面にて、「新規作成」

をクリックします。 

 

3) ［原産資格証明書(I) 発行］画面も、表示速度維持

のため、一覧が最初から表示されない仕様です。 

使用する協定を一つ選択し、「検索」をクリックします。 

また、協定以外がある場合はここで指定したうえで「検

索」をクリックします。下記手順をご参照ください。 

 

 

＜FTA 対象品（輸出品）の絞り込み検索手順＞ 

 

1) 各検索項目（協定・輸出品 ID・調査 ID・依頼 ID・品

番・補助品番・品名・有効期限・担当者・担当者所属

部署・ HS コード・輸入通関国・仕入先・属性１～５・

確定日）のいずれかを入力します。(複数選択可) 

 

2) 選択、入力後に「検索」をクリックします。 

 

・ステータス‟確定済”で証明書発行対象の FTA 対象

品（輸出品）の一覧が表示されます。 

     

  

◆有効期限切れ・廃番済・アーカイブ済の FTA

対象品（輸出品）は新規作成時に表示さ

れません。 

2） 
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【原産資格証明書(I) 発行画面 表示項目】 

項目名 説明 

輸出品 ID E+数値 10 桁 

FTA 対象品（輸出品）の登録をすると JAFTAS システムから自動で採番 

協定 利用する協定（自己証明：日 EU 協定/日英協定/TPP11 協定/日オーストラ

リア協定、認定輸出者：RCEP 協定/RCEP 協定 2022/日スイス協定/日ペル

ー協定/日メキシコ協定） 

証明制度 自己証明または認定輸出者 

登録日 調査対象品が登録された日付 

担当者所属部署 調査対象品に関する作業担当者所属部署 

担当者 調査対象品に関する作業担当者名 

品番 調査対象品を特定するための情報 ※調査依頼時に伝達、各種帳票に印字 

補助品番 調査対象品を特定するための情報 ※社内管理用 

品名（英） 調査対象品名（英語表記） 

品名（日） 調査対象品名（日本語表記） 

調査種別 内製品/外製品/輸出者判定品 

完結日時 FTA 対象品（輸出品）がステータス確定済となり完結した日時 

有効期限 JAFTAS 上の原産資格有効期限 ※自社で有効期限を管理するために使用 

(参照 E/P9)調査対象品の有効期限を設定・管理する) 

仕入先 調査対象品の仕入先名（外製品の場合） 

HS コード 調査対象品の HS コード 6 桁 

使用判定基準 使用した原産地基準 

輸入通関国 調査対象品が最終的に輸入通関される国名 

調査 ID D+数値 10 桁（内製品/輸出者判定品の場合） 

依頼 ID R+数値 10 桁（外製品の場合） 

属性 1～5 社内参照用の情報 

属性１(数値のみ入力可)、属性 2~5(50 文字まで入力可) 

 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
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I3）原産資格証明書・申告文情報の発行 
一覧形式で輸出品の情報をダウンロードし、インボイスなどの

書面に情報を使用するときなどにご活用いただく形式です。 

 

自己証明（商工会議所等の第三者機関による証明では

なく、輸出者や生産者が作成する書面での証明）が採用さ

れている協定、もしくは認定輸出者として登録している場合

について、協定で定められている項目を記載した資料を出力

することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1） ［原産資格証明書(I) 発行］画面(参照 I2)にて、

画面左のプルダウン「形式・協定の選択リスト」から協定

を選択すると、選択した協定の FTA 対象品(輸出品)の

み、✐マーク左横にチェックボックスが表示されます。 

 

 

 

 

2） 原産資格証明書を発行したい対象品のチェックボックス

に☑を入れます。 

※一番上のチェックボックスをクリックすると全選択できます。 

 

3） 選択が完了したら「実行」をクリックします。 

 

※申告文情報のダウンロードは、一覧形式で輸出品 

の情報をダウンロードし、自社システムなどに取り込 

んで、インボイスなどの書面に情報を使用するときな 

どにご活用いただく形式です。 

1） 

＜注＞ 

◆ 日 EU 協定/TPP11 協定/日オーストラリア協定/日英協定/認定輸出者制度を利用した FTA

対象品（輸出品）が発行対象です。 

◆ 認定輸出者制度を採用しているのは、日スイス協定/日ペルー協定/日メキシコ協定/RCEP 

協定/RCEP 協定 2022 の 4 協定です。認定輸出者機能を利用する場合、JAFTASへ事前

に認定輸出者として登録する必要があります。詳細は JAFTAS サポートデスクへお問い合わせ

ください。 

◆ 有効期限が切れた FTA 対象品（輸出品）は、原産資格証明書や申告文情報は選択肢に

表示されません。 

◆TPP11 協定/RCEP 協定/RCEP 協定

2022/日オーストラリア協定（自己証明の

場合）は、原産資格証明書の形式

（excel 形式）で発行することもできます。

(参照 I4) 
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下記の登録画面で入力する「社内メモ」以外の入力 

項目はありません。 

 

4） ［発行情報 登録］画面に遷移します。必要に応じて

『社内メモ』に発行の記録を残し、「発行画面へ」をクリッ

クします。 

 

※画面下部の「一時保存」をクリックすると、入力途中・ 

入力後の一時保存が可能です。 

・作成した登録情報に対して発行 ID が採番されてお 

り、一覧の最上部に表示されます。 

 

 

5） 表示されるポップアップにて「はい」をクリックします。 

 

 

 

 

6） ［発行情報 詳細］画面に遷移します。内容を確認

し、問題無ければ右下の「発行」をクリックします。 

 

 

 

 

 

『原産資格証明書(I) 発行情報 詳細画面』 

項目名 説明 

発行 ID I+数値 10 桁 

原産資格証明書もしくは申告文情報を登録した場合に、JAFTAS システムから

自動で採番 

協定 利用する協定（自己証明：日 EU 協定/日英協定/TPP11 協定/日オースト

ラリア協定、認定輸出者：RCEP 協定/RCEP 協定 2022/日スイス協定/日ペ

ルー協定/日メキシコ協定） 

証明制度 自己証明または認定輸出者 

企業名（英） 証明者（自社）の企業名（英） 

企業住所（英） 証明者（自社）の住所 

輸出品情報 申告文に登録した輸出品の情報（輸出品 ID・品番・品名（英）・品名
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（日）・HS コード・適用基準・有効期限） 

※輸出品 ID をクリックすると、［FTA 対象品（輸出品）詳細］画面へ遷移 

※証明制度が認定輸出者の場合、適用基準は空欄表示 

社内メモ 社内伝達用の情報 

発行履歴 過去に申告文情報やデータを発行した年月日・時刻・発行者・発行ファイル名 

※確定可能権限者は発行ファイル名をクリックすると対象ファイルを閲覧可能 

 

7） 表示されるポップアップにて「発行」をクリックします。 

 

 

8） ダウンロード画面にてファイルを保存します。 

 

 ファイル名：

CertificationOfOriginData_yyyymmdd-

XXXXXX.xlsx 

 ※ yyyymmdd = 発行年月日 

XXXXXX = 自動的に付与される 6 桁の数字 

ファイル形式：Microsoft Excel Worksheet 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

◆日 EU・日英協定をご利用の場合◆ 

日 EU 協定と日英協定では、以下の条件に合致する FTA 対象品について「適用基準 C4」の申

告が必要ですが、JAFTAS システムでは自動的に反映されません。 

該当の FTA 対象品にかかる原産資格証明書を発行する際には「C4」の加筆をお願いいたしま

す。 

＜条件＞ 

  １：輸出品の構成品に原産材料が存在している かつ 

  ２：その原産材料の PSR が、各協定の「付録三-B-1 第 3 節」を使用している 

 

◆RCEP協定/RCEP協定 2022 をご利用の場合◆ 

RCEP 協定/RCEP 協定 2022 では、原産地証明および原産地申告の際に「RCEP 原産国」およ

び「FOB 価額」の申告が必要ですが、JAFTAS システムでは自動的に反映されません。適宜加筆を

お願いいたします。 

 

  RCEP 原産国：RCEP 協定第 2.6 条に基づく原産国を記載 

  FOB 価額：原産資格調査の際に適用品目別規則として VA ルールを選択している場合に記

載が必要 
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I4）原産資格証明書・証明書の発行 
TPP11 協定・日オーストラリア協定・RCEP 協定・RCEP 協定 2022 では、原産資格証明書（Excel）の形

式での発行ができます。 

 

1） ［原産資格証明書(I) 発行］画面(参照 I2)にて、画

面左のプルダウン「形式・協定の選択リスト」から協定を選

択すると、選択した協定の FTA 対象品（輸出品）の

み、✎マーク左横にチェックボックスが表示されます。 

 

 

 

2） 原産資格証明書を発行したい対象品のチェックボックスに

☑を入れます。 

※一番上のチェックボックスをクリックすると全選択できます。 

 

3） 選択が完了したら「実行」をクリックします。 

 

※証明書発行機能では、Excel 形式の証明書がダウン 

ロードできます。 

必要情報を画面から入力すると Excel に転記されます 

ので、輸入者の情報などを事前に情報と登録しておくと 

便利です。 

 

4) ［発行情報 登録］画面に遷移します。 

必要項目を入力し、「発行画面へ」をクリックします。 

 

◆「発行情報検索」ボタン 

過去に登録した発行情報(証明者、輸出者、輸入者)

を反映させることができます。 

 

◆「輸入者検索」ボタン 

※TPP11 協定/RCEP 協定/RCEP 協定 2022/証明

書形式のみ 

事前に登録した輸入者情報を反映させることができます。 

事前登録の方法については、後述の I7)輸入者の事前

登録 をご参照ください。 

◆必要に応じて『社内メモ』に発行の記録を残します。 

1) 

 

2) 

3) 
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『表示・入力項目： 証明書形式 TPP11 協定/RCEP 協定/RCEP 協定 2022 の場合』 

項目名 説明 

発行 ID I+数値 10 桁 

原産資格証明書もしくは申告文情報を登録した場合に、JAFTAS システムか

ら自動で採番 

協定 利用する協定（TPP11 協定/RCEP 協定/RCEP 協定 2022） 

証明制度 自己証明または認定輸出者 

証明者は 証明者の立場（輸出者/生産者/認定輸出者）をチェックボックスで選択 

※輸出者かつ生産者の場合は両方に☑を入力 

※輸出者を選択した場合、輸出者情報は不要（自社情報が反映） 

認定輸出者番号 証明者として認定輸出者を選択した場合に表示  

経済産業省より付与された認定輸出者番号 

証明者名（英） 証明者として登録した担当者名（英） 

証明者企業名（英） 証明者として登録した企業名（英） 

証明者住所（英） 証明者として登録した企業の住所（英） 

証明者電話番号 証明者の電話番号 

証明者メールアドレス 証明者のメールアドレス 

輸出者名（英） （証明者が生産者の場合のみ）輸出者の担当者名（英） 

輸出者企業名（英） （証明者が生産者の場合のみ）輸出者企業名（英） 

輸出者住所（英） （証明者が生産者の場合のみ）輸出者住所（英） 

輸出者電話番号（英） （証明者が生産者の場合のみ）輸出者電話番号（英） 

輸出者メールアドレス(英) （証明者が生産者の場合のみ）輸出者メールアドレス（英） 

輸入者名（英） 輸入者企業の担当者として登録した名前 

輸入者企業名（英） 輸入者として登録した企業名 

輸入者住所（英） 登録した輸入者の住所（英） 

輸入者電話番号 登録した輸入者の電話番号 

輸入者メールアドレス 登録した輸入者のメールアドレス 

輸出品情報 原産資格証明書に登録した輸出品の情報 

（輸出品 ID・品名（英）・HS コード・ 適用基準（※１）・有効期限・ 

インボイス番号・対象期間 From・対象期間 To ） 

※輸出品 ID をクリックすると［FTA 対象品（輸出品）詳細］画面へ遷移 

社内メモ 社内伝達用の情報 

発行履歴 過去に原産資格証明書を発行した年月日・時刻・発行者・発行ファイル名 

※確定可能権限者は発行ファイル名をクリックすると対象ファイルを閲覧可能 

（※１）適用基準の表記は、原産資格証明時に使用した品目別原産地規則を各協定に当てはめた表

現に変更して表示されています。 

 



 

©Tokyo Kyodo Trade Compliance 目次へ戻る  I   11  

Ver.8.5 

契約利用者 Ｉ）4 

『表示・入力項目： 証明書形式 日オーストラリア協定の場合』 

項目名 説明 

発行 ID I+数値 10 桁 

原産資格証明書もしくは申告文情報を登録した場合に、JAFTAS システムから自

動で採番 

協定 利用する協定（日オーストラリア経済連携協定） 

証明者は 証明者の立場（輸出者/生産者）をチェックボックスで選択 

※輸出者かつ生産者の場合は両方に☑を入力 

証明者名（英） 証明者として登録した担当者名（英） 

証明者企業名（英） 証明者として登録した企業名（英） 

証明者住所（英） 証明者として登録した企業の住所（英） 

証明者電話番号 証明者として登録した企業の電話番号 

証明者メールアドレス 証明者として登録した企業のメールアドレス 

輸出品情報 原産資格証明書に登録した輸出品の情報 

輸出品 ID・品名（英）・パッケージマーク・番号・重さ・個数・インボイス番号・日

付・HS コード・適用基準（※１）・有効期限 

※輸出品 ID をクリックすると、［FTA 対象品（輸出品）詳細］画面へ遷移 

その他 その他欄に登録した内容 ※証明書に印字されます 

第三国インボイス 第三国インボイスの使用に✔を入力した場合「使用」 

入力していない場合「未使用」 

社内メモ 社内伝達用の情報を表示 

発行履歴 過去に原産資格証明書を発行した年月日・時刻・発行者・発行ファイル名を表示 

※確定可能権限者は発行ファイル名をクリックすると対象ファイルを閲覧可能 

（※１）適用基準の表記は、原産資格証明時に使用した品目別原産地規則を日オーストラリア協定に

当てはめた表現に変更して表示されています。 

 

5) 表示されるポップアップにて「はい」をクリックします。 

 

 

 

 

6) ［発行情報 詳細］画面に遷移します。内容を確認し、

問題無ければ右下の「発行」をクリックします。 

 



 

©Tokyo Kyodo Trade Compliance 目次へ戻る  I   12  

Ver.8.5 

契約利用者 Ｉ）参考資料 

(参考資料)JAFTAS から発行される原産資格証明書・申告文情報の内容 

 

①TPP11 協定 証明書形式（JETRO フォーマットで作成されます。） 

  輸出者と生産者の表示について 

証明書は 生産者 生産者欄の表示 輸出者 輸出者欄の表示 

「輸出者」 

のみ選択 

- Available upon 

request by the 

importing agencies 

自社 Same as Certifier 

「輸出者」「生産者」

両方選択 

自社 Same as Certifier 自社 Same as Certifier 

「生産者」 

のみ選択 

自社 Same as Certifier 入力した

情報 

入力した情報 
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②日オーストラリア経済連携協定 証明書形式（JETRO フォーマットで作成されます。） 

 生産者と輸出者の表示について 

・「輸出者」を選択した場合、Excel シート末尾の Exporter 欄に☑が入る 

・「生産者」を選択した場合、Excel シート末尾の Producer 欄に☑が入る 
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③RCEP協定/RCEP協定 2022 証明書形式 

（※認定輸出者の場合のみ JETRO フォーマットで作成されます。） 

  ◆輸出者と生産者の表示について 

証明書は 生産者 生産者欄の表示 輸出者 輸出者欄の表示 

「輸出者」 

のみ選択 

- Available upon 

request  

自社 「企業情報」の内容 

「輸出者」「生産者」

両方選択 

自社 「企業情報」の内容 自社 「企業情報」の内容 

「生産者」 

のみ選択 

自社 「企業情報」の内容 入力した

情報 

入力した情報 

 

  ◆証明書ダウンロード後、必要に応じて下記を追記してください 

9. RCEP country of origin：RCEP 原産国 

10. Quantity and value (FOB) where RVC is applied：FOB 価額（原産資格調査の際に適

用する品目別規則として VA ルールを選択している場合） 
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I5）再発行の手続き 
同一内容の原産資格証明書を何度でも再発行できます。 

 

1) メニュー＞原産資格証明書 (I)＞一覧をクリックします。 

 

2) 再発行を希望する履歴の🔎をクリックします。 

 

3) ［発行情報 詳細］画面が開きますので、内容を確認

し、「発行」ボタンをクリックします 

 

4) 表示されたポップアップにて「発行」をクリックすると、同一

内容の原産資格証明書が再発行されます。 

 

※再発行されると、［発行情報 詳細］画面の『発行

履歴』欄に、今回の発行情報が追加されます。 

 

 

 

※証明書形式（TPP11 協定、日オーストラリア協定、

RCEP 協定/RCEP 協定 2022）の発行では、過去

の原産資格証明書に追加情報を加筆して再発行を

行うこともできます。 

 

1) メニュー＞原産資格証明書 (I)＞一覧から✐をクリック、

または［発行情報 詳細］画面から「✐編集」をクリック

します。 

 

2) 輸入者情報やインボイス情報など、書き換えを行いたい

箇所を上書きし、「発行画面へ」ボタンをクリックします。 

 

 

 

◆過去に発行した原産資格証明書に、FTA 対

象品（輸出品）の有効期限が切れているも

のが含まれているときには、「発行画面へ」ボタ

ンが表示されません。 

◆原産資格喪失通知を受け取った FTA 対象

品（輸出品）は、必ず有効期限の短縮を行

い、再発行できないようにしてください。 
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I6-1）発行情報の消去(1件ずつ) 
発行情報を一時保存した後、原産資格証明書の発行前であれば、発行情報(ID)を削除することができ

ます。 

 

1) メニュー ＞ 原産資格証明書 (I) ＞ 一覧をクリック

します。 

 

2) ［原産資格証明書(I) 一覧］画面にて、検索項目を

入力し「検索」をクリックします。 

 

3) 削除したい対象品の✐マークをクリックします。 

 

4) ［発行情報 編集］画面より、「削除」をクリックします。 

 

5) 表示されるポップアップにて「削除」をクリックすると、消去が

完了します。 



 

©Tokyo Kyodo Trade Compliance 目次へ戻る  I   17  

Ver.8.5 

契約利用者 Ｉ）6-2 

I6-2）発行情報の消去(まとめて操作) 
発行情報を一時保存した後、原産資格証明書の発行前であれば、発行情報(ID)を削除することができ

ます。こちらでは発効 ID をまとめて削除する方法をご案内します。 

 

 

1) メニュー ＞ 原産資格証明書 (I) ＞ 一覧をクリックし

ます。 

 

2) ［原産資格証明書(I) 一覧］画面左の「まとめて操作」

より、「削除」を選択します。 

 

3) 削除可能な発行 ID は、✐マーク左横にチェックボックスが

表示されます。削除する発行 ID のチェックボックスに☑を

入れます。 

※一番上のチェックボックスをクリックすると全選択できま

す。 

※原産資格証明書を発行していない発行 ID は、最終

発行日欄が空欄となっています。 

 

4) 選択が完了したら「実行」をクリックします。 

 

5) 表示されるポップアップにて「はい」をクリックすると、選択し

た発行 ID の削除が完了します。 

 

まとめて操作 

： 

削除 
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I7）輸入者の事前登録 
「輸入者情報」に予め登録しておくと、原産資格証明書に輸入者情報を入力する際、「輸入者検索」ボタンより

輸入者情報の引用が可能となります。 

 

◆［輸入者情報 一覧］画面 

一覧画面では登録済の「輸入者情報」の内容確認や

新規作成、一括インポートができます。 

 

【輸入者情報の操作】 

メニュー ＞ 原産資格証明書(I) ＞ 輸入者情報一覧をクリックします。 

 

 

 

『輸入者情報 一覧の項目』 

項目名 説明 

輸入者コード 輸入者情報を一意に特定するためのコード 

輸入者名（英） 輸入者企業の担当者名 

企業名（英） 輸入者の企業名（英） 

住所 1（英） 輸入者の住所 ※証明書の文字数幅の関係で住所欄を分割しています。 

住所 2（英） 輸入者の住所 

住所 3（英） 輸入者の住所 

住所 4（英） 輸入者の住所 

電話番号 輸入者の電話番号 

メールアドレス 輸入者のメールアドレス 

 

 

◆［輸入者情報 詳細］画面 

［輸入者情報 一覧］画面より、確認したい該当の輸

入者情報の🔎マークをクリックすると、［輸入者情報 詳

細］画面へ遷移します。 

 

 

 

 

 

 

 

※ユーザー権限： 
「原産資格証明書」の「閲覧可能/確定可能」権限が必要 

U:¥C00901_経済産業省¥10_CCTシステム¥21_マニュアル類¥◆機能・

画面・フロー・マニュアル総完成◆¥◆操作マニュアル¥＜操作マニュア

ル＞¥作業用 
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『輸入者情報』 

項目名 説明 

輸入者コード 輸入者情報を一意に特定するためのコード 

輸入者名（英） 輸入者企業の担当者名 

企業名（英） 輸入者の企業名（英） 

住所 1（英） 輸入者の住所 ※証明書の文字数幅の関係で住所欄を分割しています。 

住所 2（英） 輸入者の住所 

住所 3（英） 輸入者の住所 

住所 4（英） 輸入者の住所 

電話番号 輸入者の電話番号 

メールアドレス 輸入者のメールアドレス 

社内メモ 輸入者情報に関する社内伝達用の情報 

 

『作業履歴』 

入力等の作業を行った際の履歴が反映されます。 

 

 

◆輸入者情報を登録する 

輸入者情報の登録方法は下記２種類です。 

（１）画面での個別登録 

（２）インポートでの一括登録 

 

（１）画面での個別登録 

 

① メニュー ＞ 原産資格証明書(I)＞ 輸入者情報一覧

をクリックします。［輸入者情報 一覧］画面の右側に

ある「新規作成」をクリックし、［輸入者情報 登録］画

面を開きます。 

 

② ［輸入者情報 登録］画面に必要事項を入力します。 
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『輸入者情報』 

   輸入者情報を入力します。項目名の*マークは、必須入力項目です。 

項目名 説明 

輸入者コード* 輸入者情報を一意に特定するためのコードを入力 

輸入者名（英） 輸入者企業の担当者名を入力 

企業名（英）* 輸入者の企業名（英）を入力 

住所 1（英）* 輸入者の住所を入力（半角英数字記号 45 文字まで） 

住所 2（英） 輸入者の住所を入力（半角英数字記号 45 文字まで） 

住所 3（英） 輸入者の住所を入力（半角英数字記号 45 文字まで） 

住所 4（英） 輸入者の住所を入力（半角英数字記号 45 文字まで） 

電話番号 輸入者の電話番号を入力 

メールアドレス 輸入者のメールアドレスを入力 

社内メモ 輸入者情報に関する社内伝達用の情報を入力 

 

③ 入力が完了したら「登録」をクリックします。 

 

④ ［輸入者情報 詳細］画面に遷移します。［輸入者

情報 登録］画面で入力した内容に誤りがないか確認

します。 

 

 

（２）インポートでの一括登録 

ここではインポートで一括登録する手順をご案内いたし

ます。 

なお、インポート時の注意事項については、共通機能Ⅰ

-6)◆インポート機能と利用に関しての注意点 をご参

照ください。 

 

① メニュー ＞ 原産資格証明書(I)＞ 輸入者情報一覧

をクリックします。［輸入者情報 一覧］画面の右側に

ある「インポート」をクリックし、［輸入者情報 インポー

ト］画面を開きます。 

 

② ファイルフォーマット「ダウンロード」ボタンをクリックし、インポ

ートファイルフォーマットをダウンロードします。 

※ダウンロード形式はテキスト ドキュメント (.txt) 

 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
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③ 別添資料 1-X12）輸入者情報 インポート をご参照

のうえ、インポートファイルを作成します。 

 

④ ファイルをアップロードします。アップロードに成功すると、

「登録成功 ○件インポートしました」と表示されます。 

エラーがある場合は、赤字でエラーメッセージが表示され

ます。 

※エラー等が無い場合はインポートしたファイルがそのまま取り

込まれます。 

 

 

◆登録済輸入者情報の編集 

① メニュー ＞ 原産資格証明書(I) ＞ 輸入者情報一

覧をクリックします。 

 

② ［輸入者情報 一覧］画面にて、検索項目を入力し

「検索」をクリックします。 

 

③ 編集したい対象の✐マークをクリックすると［輸入者情報 

編集］画面に遷移します。 

 

④ 編集後、画面右下の「更新」をクリックすると輸入者情報

が上書きされます。 

 

 

◆登録済輸入者情報の消去 

① メニュー ＞ 原産資格証明書(I) ＞ 輸入者情報一

覧をクリックします。 

 

② ［輸入者情報 一覧］画面にて、検索項目を入力し

「検索」をクリックします。 

 

③ 消去したい対象の🔎マークをクリックすると［輸入者情報 

詳細］画面に遷移します。 

 

④ 画面左下の「削除」をクリックすると、輸入者情報が消去

されます。 

 

 ◆大量のデータをアップロードする際は長時 
間の処理になります。アップロード後、しば 
らくお待ちください。 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
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◆その他の機能 

【ダウンロード】 

登録済の全ての輸入者情報を一括ダウンロードできま

す。 

複数の輸入者情報の一斉更新（ダウンロードしたファイ

ルを編集後にインポートする）等にご利用頂けます。 

 

① メニュー ＞ 原産資格証明書(I) ＞ 輸入者情報一

覧をクリックします。 

  

② ［輸入者情報 一覧］画面にて、「ダウンロード」をクリッ

クします。 

 

③ ダウンロード画面にてファイルを保存します。 

 

ダウンロード時のファイル名： 

importer_yyyymmdd.txt 

   ファイル形式：ファイル形式：Text Document 

※ yyyymmdd = 保存年月日 

  ※ インポートに使用する場合は、ファイル名の先頭が 

importer_であることが必要です。 

以降の部分は半角英数字で自由に設定可能です。 
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＜更新履歴＞ 

Ver1.2→Ver.2（9/4 以降） 

P.2,3,6,10：自己証明対応協定として日英協定を追加 

P.7（I3）：適用基準 C4 について追加 

P.8（I3）：認定輸出者について タイトル修正 

 

Ver.5→Ver.5.2 

P2、4、6（I1、I２、I3）：協定の説明に認定輸出者の協定を追加、項目名に「証明制度」と追加 

P7（I3）：◆RCEP 協定をご利用の場合◆を追加 

P8（I4）：◆「発行情報検索」ボタンを追加 

P9（I4）：項目名に「証明制度」および「認定輸出者番号」を追加 

P14（I 参考資料）：③RCEP 協定の証明書形式を追加 

 

Ver.5.2→Ver.6 

P18（I6-2）：発行情報の消去(まとめて操作)を追加 

 

Ver.8.0→Ver.8.1 

全体：RCEP 協定を RCEP 協定/RCEP 協定 2022 に修正 

P4（I2）：[原産資格証明書(I) 一覧]のキャプチャを修正 

P7（I3）：『原産資格証明書(I) 発行情報 詳細画面』の輸出品情報欄を修正 

P15(I 参考資料)：③※に認定輸出者の場合のみである旨を追加 

 

Ver.8.1→Ver.8.2 

P12~14(I 参考資料) ：①~③の証明書のキャプチャを修正 


